


　

皆
さ
ん
の
睡
眠
時
間
は
、一
日
平
均
ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
ぞ
れ
違
い
は
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、6
〜
8
時
間
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。一
般
に
、「
人
生

の
三
分
の
一
は
寝
て
過
ご
す
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す（
睡
眠
を
生
業
と
す
る
商
い
は
、消
え
て

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
？
）。適
切
な
睡
眠
時
間
を
取
る
こ
と
は
、明
日
へ
の
英
気
を
養
う
だ

け
で
な
く
、免
疫
、記
憶
と
い
っ
た
面
か
ら
も
、と
て
も
大
事
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、自
律
し
た
生
活
習
慣
を
過
ご
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。言
う
は
易
く

行
う
は
難
し
。　

年
ほ
ど
前
の
自
身
の
学
生
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
…
。よ
く
遊
び
、よ

く
学
ぶ
を
口
実
に
、日
頃
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
勉
強
す
る
こ
と
は
な
く
、試
験
前
か
ら
の
ほ
ぼ

徹
夜
の
勉
強
で
何
と
か
試
験
期
間
を
乗
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
帰
宅
し

て
、夜
食
を
食
べ
な
が
ら
朝
ま
で
勉
強
し
て
、そ
の
ま
ま
試
験
へ
。勉
強
し
た
な
ぁ
、と
い
う

充
実
感
は
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、試
験
期
間
が
終
わ
る
と
、あ
れ
だ
け
勉
強
し
た
内
容
を
比

較
的
短
期
間
で
忘
れ
て
い
た
気
が
し
ま
す（
こ
の
勉
強
の
仕
方
で
は
単
位
が
取
れ
な
い
、と

気
付
い
た
の
は
大
学
2
年
生
の
秋
頃
で
し
た
）。ま
た
、研
究
室
生
活（
4
年
生
）で
は
、ア

パ
ー
ト
に
シ
ャ
ワ
ー
と
仮
眠
を
と
り
に
帰
る
だ
け
、な
ん
て
日
も
。学
会
発
表
前
に
は
、指
導

教
官
か
ら「
1
日　

時
間
実
験
し
な
い
と
い
け
な
い
な
ぁ
」、な
ど
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
。

「
モ
ー
レ
ツ
」と
言
う
単
語
が
飛
び
交
っ
て
い
た
時
代
で
、こ
の
生
活
に
特
に
違
和
感
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た（
T
V
か
ら
は
、　

時
間
闘
え
ま
す
か
〜
♪
な
ん
て
フ
レ
ー
ズ
も
流
れ
て
い

ま
し
た
）。

　

さ
て
、皆
さ
ん
は
一
日
何
時
間
く
ら
い
睡
眠
を
取
り
た
い
と
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

睡
眠
時
間
を
十
分
取
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、す
る
べ
き
こ
と
に
追
わ
れ
る
と
、寝
る
間

を
惜
し
ん
で
…
。そ
の
結
果
、睡
眠
不
足
と
な
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。2
0
1
4
年
に

改
訂
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針
」で
は
、不
規
則
で
遅
い
就

寝
や
起
床
が
学
校
の
成
績
の
低
さ
と
関
係
し
て
い
る
旨
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。『
西
の
魔
女

が
死
ん
だ（
著
：
梨
木
香
歩
）』の
中
で
、主
人
公「
ま
い
」は
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら「
早
寝
早
起

き
。食
事
を
し
っ
か
り
と
り
、よ
く
運
動
し
、規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
」、と
い
う
魔
女
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
　

時
間
の
時
間
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
は
、そ
の
人
次
第
。そ
の
時
の
自
分
の
時
間
の
使

い
方
を
、こ
れ
で
よ
か
っ
た
と
、納
得
す
る
気
持
ち
を
持
ち
進
ん
で
い
く
こ
と
は
大
事
な
こ

と
で
す
。一
方
で
、睡
眠
時
間
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、今
ま
で
と
異
な
る
景
色
が

見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、人
生
の
三
分
の
一
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
の

だ
か
ら
。

眠
り
は
、人
を
幸
せ
に
す
る

理
科
・
竹
内 
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学
び
の
ヒ
ン
ト

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
が
再
び
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。1
月
よ
り
鹿
児
島
県
で
も

1
0
0
名
を
超
え
る
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
る
中
、い
よ
い
よ

1
月　

日（
土
）・　

日（
日
）に
、2
回
目
と
な
る
令
和
４
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト（
以

下
、共
通
テ
ス
ト
）が
実
施
さ
れ
ま
す
。本
校
か
ら
は
1
7
9
名
の
3
年
生
が
共
通
テ
ス
ト
受

験
に
出
願
を
志
願
し
て
お
り
、3
年
生
に
と
っ
て
は
眼
前
の
試
験
で
あ
り
、ま
た
、1
・
2
年
生

に
と
っ
て
も
、遠
い
未
来
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。国
内
最
大
規
模
の
共
通
テ
ス
ト
は
現
在
進

行
形
の
大
き
な
教
育
改
革
の
中
の
入
試
制
度
改
革
の
１
つ
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
の
影
響
も
大
き
く
、本
年
度
の
選
抜
試
験
さ
え
も
流
動
的
で
、今
後
、い
つ
、ど
の
よ
う
に

変
更
さ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、そ
の
動
向
に
は
常
に
注
視
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。こ
こ
で
は
、共
通
テ
ス
ト
に
つ
い
て
基
本
的
知
識
と
注
視
す
べ
き
動
向
に
絞
っ
て
紹
介
し

ま
す
。

基
本
① 

国
内
最
大
の
全
国一斉
試
験

　

国
内
最
大
の
大
学
入
学
試
験
と
な
る
共
通
テ
ス
ト
は
、　

年
の
歴
史
を
持
つ
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
に
か
わ
り
、令
和
2
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
た
新
た
な
大
学
入
学
の
選
抜
試
験

と
な
り
ま
す
。全
国
各
都
道
府
県
に
て
同
一
時
間
で
行
わ
れ
る
全
国
一
斉
試
験
で
あ
り
、独
立

行
政
法
人
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
昨
年　

月
の
最
終
情
報
で
は
、本
年
度
は
8
6
4

校
の
大
学
・
短
大
が
何
ら
か
の
形
で
選
抜
方
法
に
採
用
し
て
い
ま
す
。志
願
者
は
全
国

4
5
0
0
の
高
校
か
ら
、約　

万
人（
昨
年
は
約　

.
5
万
人
志
願
）に
の
ぼ
り
ま
す
。志
願

者
は
昨
年
度
よ
り
約
5
0
0
0
名
が
減
少
し
ま
し
た
、減
少
の
多
く
は
既
卒
生（
浪
人
生
）

に
よ
る
も
の
で
、現
役
生
の
志
願
率
は　

％
を
超
え
、過
去
最
高
で
す
。ま
た
、同
報
告
で
は
、

鹿
児
島
県
で
の
志
願
者
は
約
6
千
人
と
な
り
、昨
年
と
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。ち
な
み

に
、県
内
現
役
生
の
出
願
率
は　

％
で
あ
り
、全
国
よ
り
も
低
い
状
況
の
よ
う
で
す
。

基
本
② 

広
範
な「
学
力
」測
定
を
目
的
と
し
た
場
面
設
定
と
情
報
量
増
加

　

文
部
科
学
省
は
抜
本
的
教
育
改
革
に
先
立
ち
、「
学
力
」を「
知
識
・
技
能
」、「
論
理
的
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」、「
学
び
に
対
す
る
主
体
的
・
協
働
的
姿
勢
」の
い
わ
ゆ
る「
学

力
の
3
要
素
」と
し
て
定
義
し
ま
し
た
。共
通
テ
ス
ト
で
は
こ
れ
ら
の
学
力
要
素
を
で
き

る
だ
け
広
範
に
測
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
目
的
に
則
し
た
問
題
の

特
徴
は
、設
問
の
具
体
的
場
面
設
定
と
情
報
量
増
加
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

（
も
ち
ろ
ん
、現
行
の
問
題
が
本
当
の
意
味
で
適
切
か
否
か
の
議
論
は
現
在
も
進
行
中
）

そ
し
て
、そ
の
前
提
と
し
て
、受
験
生
は
設
定
場
面
に
お
け
る
情
報
処
理
能
力（
複
数
の

文
章
や
グ
ラ
フ
・
統
計
資
料
の
読
解
力
）が
求
め
ら
れ
、そ
の
う
え
で
の
、「
知
識
・
技
能
」

の
活
用
力
や「
論
理
的
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。一
部
の
科
目
で
は
、試
験
時
間
が
拡
大
、も
し
く
は
、今
後
拡
大
予
定
で
す
が
、一
般
的

に
解
答
に
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
で
す
。

基
本
③ 

国
公
立
大
学
の（
1
次
）試
験

　

現
在
、国
公
立
大
学
の
一
般
選
抜
試
験
に
は
、共
通
テ
ス
ト
を
課
す
大
学
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。国
立
大
学
で
あ
れ
ば
、5
教
科
7
科
目
も
し
く
は
8
科
目
の
受
験
が
必
要
と
な

り
、一
方
、公
立
大
学
で
も
3
〜
5
教
科
の
試
験
が
求
め
ら
れ
ま
す
。国
公
立
大
学
で
は

「
分
離
分
割
方
式
」が
採
用
さ
れ
て
お
り
、前
期（
・
中
期
）・
後
期
の
２
度
の
受
験
機
会
が

与
え
ら
れ
ま
す
が
、受
験
生
は
共
通
テ
ス
ト
受
験
後
に
、自
己
採
点
を
行
い
、２
月
初
め

ま
で
に
出
願
し
ま
す
。た
だ
し
、現
在
、国
公
立
各
大
学
は
学
校
推
薦
型
・
総
合
型
選
抜

の
募
集
人
員
拡
大
を
う
け
て
、後
期
試
験
に
お
け
る
募
集
人
員
の
縮
小
、も
し
く
は
廃

止
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。ま
た
、現
役
志
願
率
上
昇
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、過
年
度
生
減

少
を
受
け
た
現
役
生
の
国
公
立
大
学
志
望
の
傾
向
も
注
目
に
値
し
ま
す
。

動
向
① 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
令
和
4
年
度
選
抜
試
験
の
変
更
可
能
性

　

1
月　

日
に
文
部
科
学
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
な
ど
し
て
共
通
テ

ス
ト
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
受
験
生
へ
の
救
済
策
と
し
て
、国
公
立
大
の
2
次
試
験
の
み

で
合
否
判
定
す
る
よ
う
、各
大
学
に
要
請
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。今
後
、各
大
学
は
文

部
科
学
省
の
要
請
や
各
都
道
府
県
の
感
染
状
況
、試
験
の
公
平
性
な
ど
、様
々
な
観
点

か
ら
個
別
試
験
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
結
果
、本
年
度
の
選
抜
要
項
の

直
前
の
変
更
が
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。本
年
度
の
受
験
生
は
変
更
の
可
能
性
に
対
し

て
常
に
Ｈ
Ｐ
等
で
情
報
を
更
新
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

動
向
② 

令
和
7
年
度
以
降
受
験
の
実
施
教
科
・
科
目

　

令
和
4
年
度（
新
入
生
よ
り
）か
ら
学
習
指
導
要
領
が
変
更
さ
れ
ま
す
。指
導
要
領

の
変
更
に
伴
い
、受
験
の
科
目
・
範
囲
も
変
更
さ
れ
ま
す
が
、文
部
科
学
省
は
そ
れ
ら
の

変
更
に
伴
い
、昨
年
7
月
末
に
、令
和
7
年
度
の（
新
入
生
が
受
験
す
る
）共
通
テ
ス
ト

実
施
大
綱
を
発
表
し
ま
し
た
。来
年
度
新
入
生
か
ら
は
従
来
の
国
社
数
理
英
に
加
え
、

新
た
に「
情
報
」が
出
題
に
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
変
更
は
仮
に
現
1
年
生

（
あ
る
い
は
現
２
年
生
も
）が
、浪
人
し
た
場
合
、そ
の
影
響
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん（
移
行
措
置
あ
り
）。し
か
し
、こ
こ
で
重
要
と
な
る
の
は
、情
報（
情
報
一
般

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
わ
る
知
識
や
技
能
と
、そ
の
活
用
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
通
じ
た
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
思
考
な
ど
）に
関
す
る
受
験
教
科
と
し
て
の
位
置
づ
け
、取
り
扱
い
と
な

り
ま
す
。

令
和
４
年
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
実
施

　

                              

〜
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部
活
動
の
活
躍

A
m
i
c
u
s

金 

賞
12
月
26
日

優 

勝

高
円
宮
杯
U
‐
18
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
2
0
2
1

鹿
児
島
県
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
1
部

パ
ー
ト
1
位

高
円
宮
杯
U
‐
18
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

プ
リ
ン
ス
リ
ー
グ
九
州
参
入
戦

サ
ッ
カ
ー
部

優 

勝
最
優
秀
選
手
賞

中
村 

拓
也（
2
F
2 

武
中
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
　
回
南
さ
つ
ま
市
長
杯

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

12
月
29
日

第
　
回
南
さ
つ
ま
市
長
杯

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

12
月
29
日

優 

勝
最
優
秀
選
手
賞

伊
地
知 

優
果（
1
F
1 

緑
丘
中
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

A
m
a
r
a
n
t
h

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
大
賞（
出
場
団
体
中 

第
一
位
）

金
賞（
高
校
の
部
1
位
）

勝
間 

奏
空（
2
F
1 

谷
山
中
）

川
畑 

殊
葉（
2
F
3 

谷
山
北
中
）

種
子
田 

明
史（
2
F
4 

西
紫
原
中
）

谷
山 

楓
華（
2
F
4 

谷
山
北
中
）

馬
場 

な
つ
み（
2
F
4 

伊
集
院
中
）

濱
川 

凛
音（
2
F
6 

桜
島
中
）

川
越 

南
奈（
2
E
E
1 

長
田
中
）

冨
永 

亜
依
莉（
2
E
E
2 

谷
山
北
中
）

安
藤 

佳
音（
2
J
3 

城
西
中
）

中
山 

嵩
琉（
1
F
5 

和
田
中
）

木
藤 

朋
宏（
1
F
6 

和
田
中
）

石
原 

佑
基（
1
F
7 

和
田
中
）

小
川 

初
菜（
1
F
5 

長
田
中
）

玉
島 

唯（
1
F
6 

重
富
中
）

德
山 

桃
子（
1
F
6 

天
城
中
）

西
薗 

は
な（
1
F
6 

万
世
中
）

尾
堂 

陽（
1
F
7 

伊
集
院
中
）

奈
良 

阿
沙
樹（
1
F
8 

帖
佐
中
）

本
房 

桜
雪（
1
E
E
2 

松
元
中
）

柿
野 

彩（
1
E
E
3 

鹿
大
附
属
中
）

戸
山 

咲
耶（
1
J
1 

加
世
田
中
）

古
田 

美
春（
1
J
1 

緑
丘
中
）

徳
重 

千
尋（
1
J
2 

皇
徳
寺
中
）

第
29
回
鹿
児
島
ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

コ
ン
テ
ス
ト

音
楽
部

優 

勝 フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

鍋
川
原 

涼
花（
2
J
4 

甲
南
中
）

渡 

柚
月（
2
E
E
1 

川
内
中
央
中
）

西 

彩
月（
2
F
7 

横
川
中
）

弓
場 

久
愛（
1
F
4 

城
西
中
）

川
ノ
上 

可
乃
音（
1
J
4 

清
水
中
）

角 

綾
乃（
1
E
E
3 

川
内
中
央
中
）

第
38
回
全
九
州
選
抜
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

【
女
子
エ
ペ
団
体
】 

こ
の
結
果
よ
り
3
月
に
熊
本
県
で
行
な
わ
れ
る
全
国
選
抜
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
創
作
の
部
】 

書
道
部

高
文
連
賞

園
田 

実
央（
2
E
E
2 

坂
元
中
）

優
秀
賞

西
村 

歩
花（
2
F
7 
紫
原
中
）

優
秀
賞

坂
下 

絢
香（
1
F
4 

重
富
中
）

優
秀
賞

時
崎 

由
理（
1
E
E
3 

郡
山
中
）

優
秀
賞

【
臨
書
の
部
】 

篠
原 

叶
百
華（
1
E
E
3 

串
木
野
中
）

2
0
2
2
年
3
月
18
日
〜
21
日
、福
島
市
で
開
催
さ
れ
る

「
第
15
回
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」に
推
薦

高
円
宮
杯
U
‐
18
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

プ
リ
ン
ス
リ
ー
グ
九
州
2
0
2
2
参
入
決
定
！

12 12

【
1
回
戦
】 

鹿
児
島
高
校 

2
‐
1 

大
分
高
校

【
2
回
戦
】 

鹿
児
島
高
校 

4
‐
0 

佐
賀
東
高
校

★
4
連
覇

3

鹿児島高校新聞 ／ 令和4年1月号 Green Age vol.87




	ga_1p_4p_color2 2.pdf
	GA_vol87_220128.pdf
	ga_2p_3p_color2.pdf
	ga_1p_4p_color2.pdf


